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ゲーテによるバラード《魔王》は、シューベルトの作曲によって、音楽史に残る作品として確立
された。日本国内でも広く愛好されている１曲と言えるだろう。これまで、ゲーテによるこの詩作
に対して、様々な作曲家によって創作が試みられてきた。本研究では、ラインホルト・ベッカーに
よって補筆されたベートーヴェンの未完作品《魔王》を題材とする。ベートーヴェンの《魔王》そ
してベッカーによる補筆完成版に至るまでを概観した上で、楽曲の分析を通し、本作品の持つ価値
と演奏に関するアプローチについて考察を行った。

本稿では、ベートーヴェンとベッカー、両作曲家の意図を読み解き、演奏におけるアプローチお
よび作品の持つ固有の価値と魅力について結論を導いた。

はじめに
ゲーテによるバラード《魔王�Erlkönig》はシューベ

ルトによるエポックを画したその作曲によって、音楽史
に残る作品として確立され、その詩は今日においても世
界中の歌手達によって歌い継がれている。

シューベルトの《魔王》は、日本では戦前より鑑賞教
材として取り上げられている。今日の学習指導要領にお
いても共通教材として存置され、小林淳一による日本語
訳詞も含め、広く愛好されている１曲と言えるだろう。

《魔王》はシューベルトだけでなく、著名なところを挙
げればレーヴェによる作品も人気が高い。その他にも
様々な作曲家によって創作を試みられてきたが、本稿で
はベートーヴェンによる同名作品を取り上げたい。

ベートーヴェンによる《魔王》は断片的なスケッチで
終わり、彼の手では完成に至っていない。作曲家である
ラインホルト・ベッカー（Reinhold�Becker�1842-1924）
はウィーン学友協会に保管されていたベートーヴェンの
スケッチを元に《魔王》の補筆版を完成させた。同作品
について、音楽学者であるリンガー（1966）による「ク
ライマックスに乏しく、やや生真面目である（筆者訳）」
という批評に代表されるように、ベッカーによる補筆完
成版は歴史的な評価は必ずしも高いものとは言えない。

ただ、これは筆者の主観になるが、ベートーヴェンの残
した断片からなるその作品は、シューベルトとはまた異
なる創意が凝らされた魅力的な作品だと感じた。

本稿においては、ベートーヴェンの《魔王》そして
ベッカーによる補筆完成版に至るまでを概観した上で、
楽曲の分析を通し、本作品の持つ価値と演奏に関するア
プローチについて考察をしたい。

１　ベートーヴェン《魔王》の成立

１－１　ゲーテのバラード《魔王》
1782年７月22日、ゲーテ作のジングシュピール（歌唱

劇）《漁師の娘�Die�Fishcerin》が初演された。この劇は
当時ゲーテが閣僚を務めていたザクセン＝ヴァイマル＝
アイゼナハ公国、ティーフルト公園内の野外劇場で行わ
れた。主要な登場人物はドルトヒェン、ドルトヒェンの
父、ニークラス（ドルトヒェンの許嫁）の３名。劇の
冒頭「主役の娘ドルトヒェン（Dortchen）が、漁に出
掛けた父と彼女の婚約者ニークラス（Niklas）の帰りを
待ち侘びながら歌う」（栗花落，1992）。ディースカウ

（1976）は次のように描写する「『こんなに夜遅くに馬を
走らせるのは誰？』漁夫の娘が仕事をしながら、なかば
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機械的に、昔からよく知っている歌をうたう」。この歌
こそ、現在われわれの知るところの《魔王》の詩である。
なお、《漁師の娘》の歌唱部分については、ドルトヒェ
ンを演じた女優であり歌手、作曲家でもあったコロナ・
シュレーター（Colona�Schröter�1751-1802）によって作
曲されている。それは、８小節の簡単なメロディであり、
今日私たちの想像する《魔王》に抱く劇的なイメージと
はかけ離れ、素朴な仕事歌的な雰囲気であった。

1788年《漁師の娘》冒頭の劇中歌は《魔王》という
タイトルと共に詩集に集載され、さらに翌1789年には

《ゲーテ著作集》第８巻に本詩が掲載された（栗花落：
1992）。その後、独立した作品としての魅力から、様々
な作曲家によって歌曲が作られていった。

ゲーテ作《魔王》は１連が４行からなり、８連３
２行で構成されている。物語風のいわゆるバラード

（Ballade）で書かれている。詩の中で登場するのは「語
り手」「父親」「子ども」「魔王」の４役である。第１連
と第８連の語り手を除き、第２連以降は「父、子、魔王
の三者の対話によるドラマが展開する」（鴇田，2014）。
本稿では詩の掲載は割愛するが、各連と登場する役柄は
下記の通りである。

第１連 語り手
第２連 父親：１・４行目，子ども：２・３行目
第３連 魔王
第４連 子ども：１・２行目，父親：３・４行目
第５連 魔王
第６連 子ども：１・２行目，父親：３・４行目
第７連 魔王：１・２行目，子ども：３・４行目
第８連 語り手

１－２　ベートーヴェンの声楽曲
ベートーヴェンの声楽作品、これだけの著名な作曲

家にもかかわらず完成したオペラ作品は《フィデリオ�
Fidelio》一作に留まっている。石多（1992）によれば

「声楽曲の大作が少ないのは、ベートーヴェン自身が声
楽の基本である旋律美に重きを置かず、このジャンルに
取り組む意思をそれほど強く持たなかったため」との論
評もある。ただ大作ではなく、（習作を含む）完成した
歌曲だけを数えたとしても80曲を超え、その数は決して
少なくない。なお、歌曲作品の中で最もベートーヴェン
に取り上げられているのはゲーテによる詩作であり、そ
の数は11作品になる。またゲーテの詩作・台本をもとに
した歌曲以外の作品では、著名なところで言えば劇音楽

《エグモント�Egmont》、その他にも演奏会用のアリア
や合唱曲、カンタータなどが挙げられる。ベートーヴェ
ンが幼少時よりゲーテに傾倒していたというエピソード
は有名である。彼の残した作品からも、ベートーヴェン

にとってゲーテが特別な存在であったことを窺い知るこ
とができるだろう。1812年にベートーヴェンとゲーテが
邂逅した件については、直接本稿には関係ないため割愛
する。

１－３　ベートーヴェンの《魔王》執筆
ベートーヴェンが《魔王》を作曲するにあたっては、

ウィーン学友協会に残されたスケッチ（以下、ウィーン
版）とパリ音楽院の図書館で発見されたスケッチをもっ
て、二回の挑戦があったと言われている。これらの制作
年には諸説あるが、少なくともベッカーが補筆を行った
ウィーン版について、ベートーヴェン研究の中心的役割
を果たしているベートーヴェン・ハウスのHPでは1793
年末あるいは1794年初頭から1796年初頭の執筆としてい
る。大崎（2019）の『ベートーヴェン完全詳細年譜』に
おいても同様の記述である。Ringer（1966）は著作に
おいて、ウィーン版の制作年代について幾つかの推測を
紹介している。音楽学者であり、ベートーヴェンの手稿
譜研究において（当然、当該スケッチにおいても）重
要な役割を果たしたグスタフ・ノッテボーム（Gustav�
Nottebohm�1817-1882）は、その経験から、当該スケッ
チは19世紀初頭から10年程度と同じ特徴を持っていると
述べた。また、音楽学者テオドール・フォン・フリンメ
ル（Theodor�von�Frimmel�1853-1928）は、1815年に作
曲されたシューベルトの《魔王》をベートーヴェンが何
らかの形で耳にしてしまい、自作を取り下げたのではな
いか、と述べた。さすがにフリンメルの説は根拠に乏し
いが、ノッテーボームの述べるような19世紀初頭である
という説について、補筆者であるベッカーも《魔王》出
版楽譜の序文において「魔王のスケッチは1805年から
1810年にかけて執筆された（筆者訳）」と支持している。
ノッテボームによる研究への信頼性の他、19世紀の初頭
は《８つの歌�Acht�Lieder》Op.75（1809）、《ゲーテに
よる３つの歌�Drei�Gesänge�von�Goethe》Op.83（1810）、
劇音楽《エグモント�Egmont》Op.84（1810）など、ゲー
テの詩作・台本による作品が多く作曲されている。この
時期はベートーヴェンが特にゲーテに傾倒したのではな
いか、というある種のバイアスから当該作品が関連づけ
られた可能性もある。

ウィーン版スケッチの大半は歌の旋律で、ピアノ部分
は旋律に時折添えられる動機と後奏部分のみである。歌
詞の節を念頭に数えると、歌の旋律が執筆されているの
は全32行中17行（１行を書き切れていない箇所について
は除いている）である。詩作の半分以上には旋律を付し
ているが、魔王の登場箇所は１小節分しか書かれてい
ない。また、後半になるに従い空白の節が目立つなど、
ベートーヴェンのスケッチにおいて、詩作を通した際の
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劇的な箇所では執筆に迷いが生じ、創作上の苦悩した様
子を感じずにはいられない。

１－４　ベッカーの補筆完成版《魔王》
Sächsische�Biografieによれば、ラインホルト・ベッ

カーは1842年ザクセン州アードルフに生まれ、幼少時を
ドレスデンで過ごす。彼の音楽家としてのキャリアは
ヴァイオリニストとしてはじまった。1860年頃から10年
ほど、フランスにてヴァイオリニストとして活躍する。
ただ、1870年より始まった普仏戦争の影響で、ベッカー
はドレスデンに戻らざるをえなくなった。折しも、長年
に渡り悩んでいた手の不調は悪化し、ヴィルトゥオーゾ
としての活動を諦め、作曲へと活動をシフトさせていっ
た。作曲家としては特に男声合唱の分野で活躍したと言
われている。

ベッカーの補筆にあたっては、上述したノッテボー
ムの影響が大きかったと考えられる。ノッテボームは
手稿譜研究の一つとして、当該作品へも当然取り組ん
でおり、楽譜の写譜および浄書を行っている。また
1896年には音楽学者マックス・フリードレンダー（Max�
Friedlaender�1867-1958）編著にて『ゲーテの詩による
作曲集�Gedichite�von�Goethe� in�Compositionen』の第
一巻を出版し、本書の解説部分に浄書されたベートー
ヴェン《魔王》のスケッチも掲載されている。こういっ
た時代の機運と共に当該作品と出会い、断片からも感じ
る音楽的な魅力に、ベッカーの創作欲が掻き立てられた
ことは想像に難くないだろう。

1897年にシューベルト社（J.�Schuberth�&�Co.）より
当該作品の楽譜が出版される。原調であるニ短調、低声
用としてハ短調、そしてピアノ独奏用と三種類の版が存
在する。ベートーヴェンのスケッチおよびベッカーによ
る補筆に関する音楽的な考察は次項に譲りたい。なお、
本研究にあたっては原調であるニ短調の楽譜しか入手で
きていない。

２　楽曲考察
本章においては、ベッカーによって補筆されたベート

ヴェン《魔王》の考察を行いたい。適宜、ベートーヴェ
ンのスケッチや他作品を参照し、比較考察も行っていく。

第１章においても述べたが、《魔王》の詩は８連３２
行で構成されている。楽曲考察においても、１連を一つ
の塊としてそれぞれ節をわけながら記述したい。

なお、楽曲の概要は下記の通りである。

タイトル：Erlkönig
作品番号：WoO131
作曲：Ludwig�van�Beethoven
補筆：Reinhold�Becker

テキスト：Johann�Wolfgang�von�Goethe
拍子：6/8拍子
調性：ニ短調（原調）
速度・曲想：Agitato
小節数：全85小節

２－１　 前奏および第１連“Wer reichtet so spät durch 
Nacht und Wind?”

本作冒頭は16部音符の刻みが切迫感を誘う、印象的な
前奏で始まる。この前奏部分はベートーヴェンのスケッ
チでは後奏として作曲されている【譜例１】。ベッカー
は本作の序文にて「後奏部分は、ベートーヴェンはこの
特徴的な音の動きを楽曲全体の下敷きにしたかったので
はないか、と推論させた（筆者訳）」と述べ、実際に楽
曲を通して、この刻みのモチーフが伴奏部分に採用され
ている。このモチーフをシューベルト《魔王》における
三連符と同じ効果を狙い、全体を通して、馬にまたがる
親子の疾走感と切迫感を表現する意図があったのだろう

【譜例２】。
この前奏（スケッチでは後奏）部分はシューベルトの

《さすらい人�Der�Wanderer》D493の前奏との類似性が、
ベッカーらから指摘されている。印象的な短二度の不協
和音、そして冒頭の和声進行を見ても《魔王》がⅠ→Ⅳ
度上のⅡ→Ⅳ度上のⅤ９→Ⅴ９、《さすらい人》ではⅣ度
上のⅤ→Ⅳ度上のⅠ→Ⅳ度上のⅤ９→Ⅳ度上のⅠ→Ⅴ９と、
重なる点が多いことがわかる。《さすらい人》の初稿の
出版が1816年、スケッチしか残っていないベートーヴェ
ンの《魔王》をシューベルトが見ることは到底不可能で
あり、偶然の一致以外は考えられない【譜例３】。

【譜例１】ベートーヴェン《魔王》後奏（スケッチ）

【譜例２】シューベルト《魔王》前奏
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【譜例３】シューベルト《さすらい人》前奏

ベッカーのアイディアによって前奏へと変貌した後奏
部分であるが、元々の作曲された意図から、徐々に和音
の厚みが減退し、音域も下がり、終結へ向かう音楽に
なっている。ベッカーは当該部分を前奏として機能させ
るために、３・４小節目においても和音の厚みを落とさ
ないようにしている【譜例４】。５小節目から歌が入っ
てくるが、直前の和声進行のタイミングをずらしている。
また、５小節目の伴奏部分には、後奏のスケッチにおけ
る最後の部分を採用しているのは、展開としては慧眼で
はないだろうか。モチーフに対するベッカーの敬意も感
じる。

【譜例４】ベッカー補筆完成版《魔王》前奏

冒頭語り手につけられた旋律は、全てベートーヴェン
による作曲である。力強い旋律が特徴的である【譜例
５】。全編を通して【譜例６】のような弱拍から始まる
リズム動機が旋律を支配しているが、これはゲーテによ
る原詩の韻律に寄るところが大きい。《魔王》の初出元
であるジングシュピール《漁師の娘》において、初演時

（1782）に作曲を行ったコロナ・シュレーター（Corona�
Schröter）や、1797年に作品を発表したカール・フリー
ドリヒ・ツェルター（Carl�Friedrich�Zelter）も、ベートー
ヴェンと同じく6/8のリズムを採用し、弱拍から始まる
旋律をつけている【譜例７】【譜例８】。シューベルトが

《魔王》において選択した4/4というリズムが、相当に特
異であったとも言えるだろう。

【譜例５】ベートーヴェン《魔王》
第１連１行目（スケッチ）

【譜例６】ベートーヴェン《魔王》のリズム動機

【譜例７】シュレーター《魔王》第１連１行目

【譜例８】ツェルター《魔王》第１連１行目

２－２　 第２連“Mein Sohn was brings du so bang dein 
Gesicht?”

本箇所における歌の旋律は、全てベートーヴェンに
よる作曲である。１行目父親のパートでは五線の下を
いく地を這うような旋律、そして２行目子どものパー
トでは突然に10度跳躍をして高音域での歌唱が求められ
る。ベートーヴェンが音域によるキャラクターの歌い分
けを意図していたことがわかる。後述する魔王のパート
においてキャラクター的な旋律を当てはめる例は、ツェ
ルターやヨハン・フリードリヒ・ライヒャルト（Johann�
Friedrich�Reichardt）によって、ベートーヴェン以前よ
り実践されていたが、キャラクター毎にモチーフを書き
分けるアイディアは、後のシューベルトの方法と重なっ
てくる。

スケッチでは父親のパートにunis.と指示がある【譜例
９】。意図を汲み。ベッカーは【譜例10】のように伴奏
部分を作曲している。右手部分がオクターブで歌の旋律
をなぞり、非常に無骨な印象を与える。それまで右手が
おこなっていたリズムの持続は、左手へとパートを移し
ている。低音域が不得手な歌い手のためにオクターブ上
の旋律が書き加えられているが、上述したキャラクター
の意図を汲めば、選択は自ずと決まってくるだろう。

【譜例９】ベートーヴェン《魔王》
第２連１行目（スケッチ）
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【譜例10】ベッカー補筆完成版《魔王》
第２連１行目

キャラクターのコントラストについて、ベッカーは強
弱と速度を用いて、より強調をさせている。強弱で言え
ば、父親のパートはmfあるいはfで、子どものパートは
pで書かれている。速度で言えば、父親のパートはmeno�
mossoが置かれ、子どものパートでa�tempoとなってい
る。全体を支配するリズムが継続する中で速度表現の変
化づけを行うことは、アンサンブルにあたって苦慮する
部分でもある。また、本連４行目の父親のパートでは、
唐突に9/8が登場する【譜例11】。本箇所にて、ベッカー
はそれまで右手でなぞっていた歌の旋律とオクターブの
ユニゾンをやめ、さらに本個所からa�tempoとしている。
ベートーヴェンの旋律だけを追っていくと、何度も念を
押すような説得的なニュアンスを感じるが、ユニゾンで
なくなることと速度が性急になることから、どっしりと
した安定感のある印象が薄くなる。父親の気持ちの揺れ
と解釈するには少々苦しい個所である。

【譜例11】ベッカー補筆完成版《魔王》
第２連４行目

３－３　第３連“Du liebes Kind, komm geh mit mir!”
第２連と第３連の間には２小節程度の短い間奏が挿入

されている。スケッチにおいても旋律のみが作曲されて
いる【譜例12】。【譜例５】でも取り上げたリズムを確認
することができる。スケッチにおいては同じ音高のモ
チーフが２回繰り返されるが、ベッカーは２回目のモ
チーフをオクターブ下に下げている【譜例13】。当該箇
所については、疾走し遠ざかっていくような、映像的な
演出効果を想起させる。アレンジを入れたベッカーのア
イディアが冴えている。

【譜例12】ベートーヴェン《魔王》間奏（スケッチ）

【譜例13】ベッカー補筆完成版《魔王》間奏

第３連、魔王のパートにおいては、１行目のわずか４
音節分しか旋律が付けられていない【譜例14】。以降は
ベッカーによる創作である。また、スケッチにおける当
該箇所には、分散和音を用いた伴奏が書かれている。前
項で名前を挙げたツェルターやライヒャルトの場合、当
該箇所について非旋律的なアプローチをもって、無表情
かつ不気味な雰囲気をもたらしている【譜例15】【譜例
16】。二者の作品はそれぞれのキャラクター毎にモチー
フを配置せず、有節歌曲的な傾向が強いが、こと魔王の
パートにおいては特別な意図を持って作曲している点は
興味深い。

【譜例14】ベートーヴェン《魔王》
第３連１行目（スケッチ）

【譜例15】ツェルター《魔王》第３連１行目

【譜例16】ライヒャルト《魔王》第３連１行目

ベッカーのアプローチは冒頭こそ非旋律的だが、３行
目では流れるような旋律が聞こえてくる【譜例17】。ス
ケッチで書かれた音高、また分散和音に対してある種の
華やかさを見出し着想したものと思われる。シューベル
ト《魔王》のように、あえて旋律的であることによって、
穏やかかつ怪しい雰囲気を狙っている。また、伴奏の分
散和音からシューベルト《魔王》の第５連に寄せて考え
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られた可能性も捨てきれない【譜例18】。

【譜例17】ベッカー補筆完成版《魔王》
第３連３行目

【譜例18】シューベルト《魔王》第３連１行目

２－４　 第４連“Mein Vater, mein Vater, und hörest du 
nicht”

第４連の歌の旋律は全てベートーヴェンの作曲である。
１行目において比較的高音域での繰り返される半音階の
進行に、緊張感とストレスが表現されている。２行目以
降の音型は第２連の３行目と同じ旋律であり、旋律の音
高や調性にも変化はない。ベッカーは曲の展開に合わせ、
１行目の子どものパートに対してfとagitatoを指定して
いる。また、２行目における伴奏部分では、第２連の３
行目は左手の５度の刻みによって音楽を支えていたが、
第４連の２行目はオクターブの刻みに変化し力強い印象
を強くしている。旋律による変化が乏しい部分を補おう
というベッカーの意図が見える。同じ旋律であるにも関
わらず、和声進行が異なる場所が一つだけある【譜例
19】。第２連ではⅠ→Ⅵ→Ⅱ７、第４連ではⅠ→Ⅳ→Ⅴ７

となっている。しかし、意図があるにせよ効果的に作用
しているとは思えない。また、本箇所をどう演奏解釈と
繋げるかも現時点で解答を出すことが難しい。

【譜例19】ベッカー補筆完成版《魔王》
伴奏の比較（左：第２連、右：第４連）

２－５　第５連“Willst, feiner Knabe, du mit mir gehn?”
第５連の歌の旋律も全てベートーヴェンの作曲である。

第１節の牧歌的な旋律と第２節の急な上行音型の登場に、
ベートーヴェンの諧謔的な意図を感じる【譜例20】。全

体には穏やかな旋律が特徴的な箇所である。伴奏部分は
第３連に倣い、分散和音を使用している。第３連と比較
して和声進行共に落ち着いてしまっている点には難を感
じる。次の展開を期待してしまうと、冗長さと肩透かし
感は否めない。ベートーヴェンのスケッチによる、軽や
かな旋律が生きるようフレージングに臨みたい。ベッ
カーによる伴奏部分の作曲が適切だったかは疑問が残る。

【譜例20】ベートーヴェン《魔王》
第５連１行目（スケッチ）

２－６　 第６連“Mein Vater, mein Vater, und siehst du 
nicht dort”

第６連については全てベッカーによる作曲である。但
し、歌の旋律・伴奏ともに第４連のまま配置している。
ベッカーは、同じ旋律を用いることからベートーヴェン
はあえてスケッチしなかった、と解釈したと思われる。
子どもパートについては、歌い手によって第４連とは異
なるアプローチが求められるだろう。一方、３行目から
の父親のパートについては、あえて第４連までと同じ歌
い方をとり、内面描写について子どもとの対比を作るこ
とも考えられる。

２－７　 第７連“Ich liebe dich, mich reizt deine schöne 
Gestalt:”

第７連は冒頭魔王のパートは４音節分の旋律と僅かな
伴奏の動機のみ作曲されている【譜例21】。スケッチの
状態から、伴奏部分は左手と右手が互い違いに叩き合う
リズムであると解釈している【譜例22】。これまで全体
を支配していた刻みのモチーフよりも、より騒がしさと
落ち着きのなさを感じさせる。

スケッチに残る４音節の音高はA→A→A→Bと書か
れている。これまでの補筆において、ベッカーはスケッ
チの旋律に手を加えることはなかったが、冒頭の４音節
をE→A→A→Bと変更している。また、以降は半音階で
じりじりと上行する旋律が特徴的である【譜例23】。こ
の旋律は、ベートーヴェンのスケッチに残る３行目以
降子どものパートから着想を得たと思われる【譜例24】。
子どものモチーフを手前の魔王に当てはめることにより、
魔王に子どもが同調したと捉えられなくはない。また１
行目の音の変更については、より低い音から始めること
で、湧き上がるような恐怖感を意図したのではないだろ
うか。

ベートーヴェンのスケッチ３行目の最後“an”の部
分に減七の和音が付けられている。また旋律から見るに、
D調から、属調A、さらに属調のEと目まぐるしく移動
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し、和音と共に劇的な効果を与えている。さらにffが指
定されていることからも、ベートーヴェンが当該箇所を
一つの頂点と考えていたと思われる。ただベッカーの作
曲では前節魔王のパートにおいて本作品中での最高音で
あるFis音が与えられている。このことにより音楽の中
心が散漫になっていることは指摘せざるを得ない。

【譜例21】ベートーヴェン《魔王》第７連（スケッチ）

【譜例22】ベッカー補筆完成版《魔王》
第７連１行目伴奏

【譜例23】ベッカー補筆完成版《魔王》
第７連１行目

【譜例24】ベートーヴェン《魔王》
第７連３行目（スケッチ）

４行目の子どものパートについてもベートーヴェンの
スケッチが残っている。休符を多用した歌の旋律が特徴
的である。歌の旋律に対して、シンプルな伴奏も添えら
れ、レチタティーヴォのような表現にも思える【譜例
25】。《魔王》におけるレチタティーヴォ表現といえば、
シューベルトの最終段落を思い出すだろう。ベッカーに
よる伴奏も、レチタディーヴォらしさに注目し、通奏低
音のような簡素な伴奏になっている。またシューベル
トにおける当該４行目が絶唱的であることと比較する
と【譜例26】、冒頭からpianoが添えられている点からも、
ベートーヴェンの場合は歌と共に子どもが息絶えてしま
うような様相がある。

【譜例25】ベートーヴェン《魔王》
第７連４行目（スケッチ）

【譜例26】シューベルト《魔王》第７連４行目

２－８　 第８連“Dem Vater grauset’s, er reitet geschwind,”
以降のスケッチは第７連後の間奏部分と、ベッカー

の補筆によって前奏となった後奏部分のみとなり。第
８連については、冒頭“Dem”へ付けられたA音を除
き、歌に対してはまったく作曲されていない【譜例27】。
Ritornelloとして書かれている旋律は、第７連の子ども
のモチーフが再び採用されている。エコーのような効果
が期待できる。ただ、ベッカーはこのモチーフに第８連
語りのパートの詩をのせてしまう【譜例28】。この判断
については大いに批判しなくてはならない。当該のモ
チーフを魔王、子ども、そして語りと歌い継いでしまう
ことで、キャラクター毎に象徴的なモチーフを与えてい
たベートーヴェンの意図とは大きく乖離したと言えるだ
ろう。半音階の上行音型という特徴的なモチーフだけに、
前項と同様の指摘だが、音楽の中心はさらに散漫になっ
ている。

【譜例27】ベートーヴェン《魔王》間奏（スケッチ）

【譜例28】ベッカー補筆完成版《魔王》
第８連１行目

続く後奏部分において、ベッカーは大胆な判断をして
いる。後奏を独立させずに伴奏として扱い、３・４行目
の詩をのせている【譜例29】。その際、本来のスケッチ
では８小節であった後奏を、10小節に引き伸ばしている。
もし独立した形で配置したなら、蛇足感が否めず集結が
曖昧になってしまっただろう。これまで疾走してきた歩
みを止めるようにも聞こえ、シューベルト《魔王》にお
けるレチタティーヴォ直前の伴奏にも通じるものがある。
本箇所は作品全体を通して白眉と言えないだろうか。
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おわりに
第２章における楽曲の考察を通し、ベッカー自身の筆

致の不自由さからくる歪さが散見され、特に第７連から
第８連における子どものモチーフの扱いを思うと、冒頭
に紹介したリンガーの「クライマックスに乏しい」とい
う形容にも首肯せざるを得ない。全体を演奏するにあ
たっても、そのような歪な部分をどのように整理するか
が課題である。例えば上記のモチーフで言えば、ベー
トーヴェンの着想に倣い、第７連３行目を音楽的なクラ
イマックスになるようにプランニングを行いたい。しか
し音楽と詩が昇華し合っている部分も多く、演奏する立
場からもたいへん魅力的に映る。駄作と断じてしまうに
はいささか早計である。
「疾走感のあるピアノのモチーフ」「キャラクター毎に

割り当てられたモチーフ」「父と子どもの音域による差
異」「軽やかな魔王のキャラクター」など、ベートーヴェ
ンのスケッチの端々からは、先のシューベルトを彷彿と
させる要素に溢れている。ベッカーにおいても、ツェル
ターらベートーヴェン以前の作曲家たちとシューベルト
までを繋ぐ、架橋性を本スケッチに見出したものと思わ
れる。また、どこまで自覚的であったかは定かではない
が、ベッカー自身の補筆においても、「後奏パートの前
奏への採用」「魔王パートの伴奏」「レチタティーヴォ」「後
奏における減速感」など、シューベルトの《魔王》に寄
せている要素も感じられる。ベートーヴェンのスケッチ
そのものに内在し、そしてベッカーが引き出し、強調を
した時代と時代との架橋性こそが、本作の持つ固有の魅
力と価値ではないだろうか。

以上をもって本稿の結論としたい。
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